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7. 段階的対策方針の策定 

7-1. 段階的対策方針の策定 

整備優先順位の設定結果を踏まえ、重点地区となった排水区から計画降雨対応を目指す

ものとし、次に、一般地区 A、一般地区 B の事業化を図る。また、対策段階は当面（概ね

5 年）、中期（概ね 10 年）、長期（概ね 20 年）とし、長期段階では一般地区の排水区を

含め、計画降雨対応の対策を実施する方針とする。 

 

表 7-1 段階的対策目標 

整備段階 整備期間 

対策目標 

照査降雨 

(浸水実績降雨) 

計画降雨 

当面対策 5 年 床上浸水解消 
ソフト対策を含めた

浸水被害軽減 

中期対策 10 年 床下浸水解消 
ソフト対策を含めた

浸水被害軽減 

長期対策 20 年 水路からの溢水解消（浸水解消） 
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7-2. その他一般的な対策メニュー 

対策手法としては、浸水要因（放流先河川の背水影響による浸水、集中豪雨による水路

溢水による浸水など）をふまえ、雨水管理総合計画策定ガイドライン（案）で示されてい

る「迅速で効率的な対策手法」（表 7-2）を参考に対策案を抽出する。具体的な対策イメ

ージを表 7-3～表 7-6 に示す。なお、詳細については段階対策検討で現状の整備水準をふ

まえて、対策を検討・位置づけるものとする。 

なお、事業化の実施順位が遅くなる一般地区 A、一般地区 B においても、早急に何らか

の対応を図ることが求められている。このため、これら地区については早期に検討に着手

する重点排水区で、ソフト対策（HM や降雨情報を用いた公助・自助支援）の検討も行い、

早期の導入を図るものとする。 
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表 7-2 ストックを活用したハード対策、施設情報等を活用したソフト対策一覧 

 

出典 ｢雨水管理総合計画策定ガイドライン（案）｣(令和 3年 11月改訂､国土交通省水管理･国土保全局下水道部) 
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表 7-3 対策メニュー案（貯留系）の例 

 

出典 ｢雨水管理総合計画策定ガイドライン（案）｣(令和 3年 11月改訂､国土交通省水管理･国土保全局下水道部) 
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表 7-4 対策メニュー案（排水系）の例 

 

出典 ｢雨水管理総合計画策定ガイドライン（案）｣(令和 3年 11月改訂､国土交通省水管理･国土保全局下水道部) 
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表 7-5 他事業の既存計画や施設と連携した対策メニュー案の例 

 

出典 ｢雨水管理総合計画策定ガイドライン（案）｣(令和 3年 11月改訂､国土交通省水管理･国土保全局下水道部) 
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表 7-6 維持管理の例 

 

出典 ｢雨水管理総合計画策定ガイドライン（案）｣(令和 3年 11月改訂､国土交通省水管理･国土保全局下水道部) 

 

  


